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 「縦隔」とは左右の肺の間に挟まれた、胸の中心部を指しま

す。心臓、大血管、気管・気管支などがこの部分に存在します。

この気管・気管支（肺へ向かう空気の通り道）にそって、多く

のリンパ管が存在します。この「縦隔」という胸の深部に存在

するリンパ節は、肺の病気の影響で腫れてくることがあります。 

 肺がんの進行様式のひとつとして、病気が肺の付け根を経て、

縦隔、さらに頚部へとリンパ節を伝わって広がっていく広がり方があります。病気がこの「縦隔」に

まで広がってしまうと、もはや肺を切り取る手術ができません。病気が広がりすぎて手術によって 

これをすべて取り去ることができないからです。肺がんが縦隔リンパ節にまで広がっているか否かを

診断し、肺を切り取る手術を行うべきか、行うべきでないかの見極めとなる重要な検査がこの縦隔鏡

検査です。全身麻酔下に、頚部のくぼみの上を 2.5ｃｍ切開し、気管に沿って細長い筒状の縦隔鏡を

挿入し、胸の中心のリンパ節を部位ごとに採取してきて調べます。 

 ある程度がんが進んでいると判断された患者さまが

本検査の対象になります。適切な正しい肺がん治療を 

受けていただくために、縦隔リンパ節を正しく評価する

ことは非常に大切です。これは欧米では常識ですが、 

日本ではまだそこまで至っておりません。この縦隔鏡検査を、自信を持って行うことができる医師が

日本では少ないからです。私はこの縦隔鏡検査が日常的に行われている米国で、２年間にわたり肺が

ん患者の診断・治療に携わり、多くの手術を執刀するとともにこの縦隔鏡検査をこれまで１５０例 

以上行ってきました。正確な病期診断によって適切なよりよい治療を受けていただくこと、さらに  

安全・確実な手術を提供することが私の使命であると考え、努力・啓蒙を続けております。万一、   

お知り合いやご家族が肺がんと診断された際、正しい診断・治療をお望みなら、ぜひ一度ご相談いた

だくことをお勧めいたします。また、肺がん以外でも、原因不明の縦隔リンパ節の腫脹がある方に  

対してこの縦隔鏡検査は非常に有効です。広島市内からの紹介患者さまに対しても、２泊３日の入院

で迅速な診断・治療を提供しております。 

 


